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３  はじめの言葉 

 
４ 電子出版元年に潜む国家間の熾烈な覇権争い   田原文夫 

昨年は「電子書籍元年」と呼ばれた。元年というからは一般普及前夜だということだ。本

格的な展開は本年度以降、これからが勝負である。活字離れが叫ばれ、それが書籍販売不

振の理由、背景だと言われたのが、今度は電子書籍にすれば爆発的な売上が期待できると

囃し立てられている。醒めた仁が冷静に言った。「活字で本を読まない人間は、電子でだ

って文字は読まない」。ごもっともである。媒体が変わることでの本当のインパクトはこ

れから出てくると思う。訳知り顔で「進む活字離れ」などと安っぽい分析をしてもらいた

くないものだ。電子書籍になることで、書物（書籍）という知的財産の殿堂「図書館」が

どう変貌していくか。既存の書籍流通業界がどのようになっていくのか。その方も大いに

気になる。また、電子書籍の記録媒体の寿命はどれくらいか。電子書籍リーダー機器のラ

イフはどれくらいあるのか。何百冊、何千冊の電子書籍ライブラリーが、ある日突然、跡

形もなく消えてしまうこともあり得る。そのバックアップ体制は万全だろうか。安直コピ

ーによる著作権の行方も追ってみる必要があるかもしれない。 

 
１１ 情報社会を考える その４ 

     情報社会作りに、どう関与し、どう貢献していくか   編集部 

新年に当たって、サイバー空間をフル活用しなくてはならない情報社会とは何か、我々

は情報社会という世界で、どういう行動様式（ビヘイビア）が求められるのかを、改めて

考えていきたい。個人所有の象徴であるパソコンが、インターネット接続されることで地

域的つながり、世界的連携へと通じる社会になってきた。ローカル／パーソナルな存在が、

同時にリージョナル、グローバルな存在に直結しているということだ。極く個人的な行動

が即世界的な行動に通じてしまう、それが情報社会である。クラウドサービスが強く主張

される今日、各国政府、地方自治体そして世界中の企業／団体をローカル／パーソナルな

出発点として、リージョナル、グローバルな大規模連携を想定する時代を迎えた。情報社

会の形成が、より現実化してきたと言える。特にシステムリソースの自前所有一辺倒から

第三者が提供するシステムリソースの有効活用を指向できる時代の幕開けに注目したい。

来るべき情報社会では、我々にはどんなシステム活用ビへイビアが求められるのか。誰も

が納得し、コンセンサスのとれた方向で情報社会が機能した時、我々がこれまで味わった

ことのない素晴らしい世界が実現できるものと確信したい。 

 

１ 
２０１１ No.676 
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１５ トップ登場 

ＳｉｎｏＣｏｍが目指すレガシーマイグレーションとは何か 

サイノコム  矢部眞一 

自社の情報システムの全体像が解らない、把握できていないという声が、改めて聞かれ

るようになった。既存のシステムの現状が把握できていないということは、問題が何か、

何をどうすれば、どうすることができるのかが解らないということである。企業等ユーザ

ー組織は、情報システムを駆使することで事業体全体の活動を、より合目的的に運営して

きているはずである。事業主体を活性化させるためのツールとして、あるいは組織運営の

要となる神経系として情報システムを活用してきているはずである。そのツール自体の全

体像が把握できていないというのだから困ったものである。確かなことは、既存の情報シ

ステムが組織運営に問題を生じていることだけは解っているのだが、改良の手をどこから

入れるべきかが判らない。問題であると言うほかない。既存システムをリフレッシュさせ、

新しい息吹を吹き込むためのシステム移行は待ったなしである。レガシーマイグレーショ

ンと言われるこの作業、果たしてどういう心構えで臨むべきか。その要諦をサイノコム・

グローバル・ソリューションズの矢部眞一社長に聞いた。（編集部）。 

 
２３ これからの情報システム運用 

活動分析に基づく運用知識抽出方法      山本修一郎 

本稿では、人間活動の構造に着目した活動分析手法に基づいて運用知識を抽出する分か

りやすい方法を紹介する。また ITIL (IT Infrastructure Library)v3 のインシデント管理

を例題にして具体的な適用方法を解説する。 
 

３２ 「所有から活用の時代」はどこまで本当か 

リスクがないなら万々歳      aism                 

まだまだ、所有を止めるわけにはいきそうにない 

クラウドサービスだけではなくアウトソーシングサービスの活用全般について言える

ことだが、どこまでを自前でやって、どこからを他人任せとするかは、今までもそして今

後とも非常に大きな課題である。「所有の時代から活用の時代」などとクラウドサービス

を売り込む側は、我が意を得たりと得意満面である。そこに何のリスクもなければ「御節

御もっとも」なのだが、そうは問屋が卸さない。システムリソースの保守課金問題を検討

し、そこにリスクはないかと検証を始めた aism ネットクラブだが、出るは出るは、クラ

ウドサービスに潜む問題点や課題が次々と出てくる。やはり、ビジネスコアの部分をはじ

め、情報システム展開で全てのリソースの所有を停止するにはリスクが大きいようだ。合

わせて、コストの殿堂と目されてきた情報システム部門／データセンターの存在が、実は

大きなプロフィットセンターとして見直される可能性もあるという見解までも出てきた。 

 

３７ 人材紹介業界の秘話と悲話 

    一に雇用、二に雇用、三、四が無くて五に雇用    Dr.ベスト 

第五話 猫に小判／小人扱い難し 

買い手市場の人材調達市場。まさに言いたい放題、キャリアだ、スキルときた後、今度

は、「求む５０歳以下」を要求する。詳しくは本編をお読みいただくとして、そこには深

刻な問題が。騙されているふりをして騙すというのは心地よいが、上手くやっているつも
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りで上手くやられているほど悔しいことはないはず。骨董品の真贋判断は、ひたすら自分

の眼を養うほかに手はない。自力を持たない人間や組織に、輝く栄光がもたらされるとは

到底思えない。自力がなければ、他力を活用することはできない。自力もないのに、他力

を自由にしたい。これこそまさに、人材調達／要員活用の悲話かもしれない。 

 
４１ IT 新時代とパラダイム・シフト 

   第１６回 国境を越えるクラウドサービスとその課題   根本忠明 

国中を挙げて一色に染まったようなクラウドサービス。まさに「魔法のランプ」ならぬ

「魔法の雲」だと言わんばかりである。先行するアメリカ勢に対して出遅れているとされ

る日本企業勢。果たしてそこには、どんな課題があるのだろうか。 

 
４７ 続インテリジェンスへのいざない ⑬ 

   情報管理の神髄は人と人の能力を活用すること     今井 武 

情報がいつも正しいとは限らない。情報管理の目的によっては使いものにならない情報

もある。腐った情報をもとに分析加工されたインテリジェンスは、やはり使いものになら

ない。使えないどころか害や毒にさえなる。情報管理を進めるには関する人間力も必要だ

ということも忘れてはならない。正しい情報管理を担う人間力には、技術としての情報管

理力だけでなく、情報を分析し活用する情報処理力が含まれる。そして情報管理を成功に

導くカギは、情報管理に携わる関係者の信頼関係である。人間としての信頼関係のない情

報管理は、情報漏洩など不幸な事件を起こす。情報管理は決して事件対策ではない。 

 
５０ 一味違うウェブ検索 

 第六話 官公庁や自治体のウェブサイトにアクセスする ぐうのうぇぶへい 

官公庁、地方自治体のウェブサイトにアクセスすることで、生の一次情報を得ることが

できる。そこには、新聞やＴＶなどマスメディアがニュースとして取り上げてない情報が、

沢山ある。サイト内検索をすれば、簡単には入手できない一味違う「プラスα」の情報が

入手できる。 
 
５２ しすてむこらむ ＣＯＭＰＵＳ２０１０開催 

約５００名参加、最大規模ユーザー会        メゾフォルテ 

 

５３ 今月の認定情報管理技術者 

 

５５ 連載 ことわざ笑タイム             すぎやまチヒロ 

  
 
お知らせ       求む！ ヒーローズクラブ入会希望者 

               「Ｗｅ are the ＨＥＲＯes」  

ヒーローになろう 
詳しくは      cr-info@jmsi.co.jp      まで 
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案内／お知らせコーナー 

 

セミナー／講演会の講師紹介 
 

ユーザー会/各種研究会/勉強会における 
セミナー/講演会での講師をご紹介致します。 

 

クラウドサービス導入前のチェックポイント 

クラウドサービスは果たしてＴＣＯ削減に寄与するか 

レガシーマイグレーションの進め方と留意点 

これからの企業情報システム構築のポイント 

これからの金融情報システムの課題 

役に立つ情報管理の実践と課題 

情報セキュリティ監査の受け方／臨み方 

リポジトリーベースのシステム資源管理 

その他 クラウドサービス導入にお悩みの方 

など 各種カウンセリングも承ります 
 
 
ご質問／何でも相談は下記まで 

株式会社 日本経営科学研究所 
ＣｏｍｐｕｔｅｒＲｅｐｏｒｔ編集部 

cr-info@jmsi.co.jp 
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